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第７回原子力耐震安全研究委員会 
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1. 地震・津波等外的事象に対する原子力災害対応 

  システムTiPEEZの柏崎・刈羽地域への適用 

2. 分かりやすい情報伝達「柏崎・刈羽モデル」の構築 

資料５－１ 



 - 新潟県中越沖地震及び東北地方太平洋沖地震・津波において 
      顕在化した情報伝達の課題解決 

地震・津波等外的事象に対する原子力災害対応 

 システムTiPEEZの高度化 （JNESとの共同研究） 

目的 

背景  

 - 柏崎市より原子力防災計画の立案等に関する技術支援の要請 

１） TiPEEZを用いて柏崎・刈羽地域を対象にした地震・津波に対 

      する原子力防災計画の立案を支援する 

２） 同計画に基づいて実効的なシミュレーションを行い、原子力 
  災害対策指針の見直しに対応した機能の確認を行う 
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１．TiPEEZの柏崎・刈羽地域への適用 



適用計画の概要 

運用コンソーシアム体制の構築 

・自治体連合による運営拡大 
・他立地地域への展開  

（参画機関：新潟工科大学、柏崎市、刈羽村、地元企業、 
        原子力耐震構造研究センター、他） 

防災訓練 
適用   

(小規模) 

防災訓練  
適用    

（中規模）  

地域防災計画修正     
（平常時/緊急時） 

･市民ニーズの反映 
･訓練結果の反映 
・広域連携の検討 
  等 

（財団法人、NPO等により組織化） 

～2012年度 2014年度 2015年度～ 2013年度 

市、村の実務ニーズ及び市民ニーズを原子力耐震安全研究委員会で検討 

図上 
訓練 
試行 

地域防災計画 
修正      

（平常時/緊急時） 

･市民ニーズの反映 
･地域特性の反映 
  等 

国際耐
震安全
研修の
実施 

市民向け
デモン  

ストレー
ション 

TiPEEZの導入フェーズ 
（JNESがR＆Dで支援） 

・カスタマイズと技術移転 

TiPEEZの拡張フェーズ 
（新潟工科大中心の産官学で高度化） 

・国、県等との連携、一般防災への拡張等 
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原子力災害対策
指針(H24.10策定)

を受けた、柏崎市
から新潟工科大へ
の技術支援要請 



ＴｉＰＥＥＺの柏崎・刈羽地域への適用 
- 市民向けデモンストレーションの実施 - 

１）目的 

 地域の大学が中核となり市町村を支援する枠組みとTiPEEZ
の諸機能の活用を盛り込んだデモンストレーションを実施し、

市民よりTiPEEZの適用に関する意見を収集する。 

２）デモンストレーション環境  

柏崎市役所 

新潟工科大学 

発電所 

(新潟工科大学内) 

刈羽村役場 

高田コミセン 

TiPEEZシステムの設置 

 新潟工科大学 原子力耐震・構造研究センター内 
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10km 

1
0

km
 

 10m×15mの空間に配置したスクリーン/モニタに 
刈羽村役場・柏崎市役所・高田コミセンの状況を映写 



デモンストレーションに対するアンケート 

「11月10日に新潟工科大学で開催された市民公開講座に参加しました。その中で、 

TiPEEZシステムの御紹介があり、こんなに役に立つものがあるのかと非常に感激 

しました。」  

■TiPEEZに関するアンケート結果例 

質問（抜粋） 

「平常時には、住民データの時間更新や地

域の最新データに基づく防災計画及び防災

訓練の高度化が必要になります。平常時の

活動にご参加のお考えはありますか。」 

  ⇒ 回答（右図外側グラフ） 

◆後日、電話で寄せられた、刈羽村市民の声 

アンケート回答数： 58人 

アンケート回収率： 82％ （58/71人） 

内訳（市民48人、自治体職員等10人） 

市民の防災に対する意識の例  

TiPEEZシステムの柏崎・刈羽地域への適用に対する市民からの強い要望を確認 

市民向けデモンストレーションの成果（第1回） 
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市民向けデモンストレーションの成果（第1回～第3回） 

自治体職員（第1回 2012年11月10日）： 
  a1) 原子力防災計画の修正に活用したい。 
  a2) 避難輸送ルートの渋滞推定機能を追加要望する。 
            ⇒ 避難時間推計機能の追加 

消防署職員（第2回 2013年3月27日）： 
 b) 地震/津波による橋梁被害推定の精度を高めて欲しい。 
    ⇒ 橋梁のフラジリティ評価手法の検討 

地域の会*の委員（第3回 2013年8月20日）： 
  c1) 国や県と連携し、住民にとってより実効性あるものにして欲しい。 
  c2) 防災訓練等で活用し、日頃から運用に慣れて欲しい。 
  c3) 要援護者への対応 
    ⇒ 避難所における安否確認支援機能の追加 

*柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会 



まとめ  

  新潟工科大学 原子力耐震構造研究センターは、柏崎市から 

原子力防災計画の立案等に関する技術支援の要請を受け、 

柏崎・刈羽地域へのTiPEEZの適用を進めている。 

  １）関連する柏崎市の６つの原課からデータ提供を受け、地域

特性に応じたカスタマイズを実施している。 

  ２）地域の大学が中心となり市町村を支援する枠組みとTiPEEZ

の諸機能の活用を盛り込んだ市民向けデモンストレーショ

ンを実施した。 
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今後の取組み 

避難時間推定機能の追加  

橋梁のフラジリティ評価手法の検討 



   中越沖地震における原子力施設に関する自衛消防及び 
 情報連絡・提供に関する委員会の提言    “表現方法の工夫等による分かりやすい情報提供” 

 
 

 ◆ 地元住民が必要とする情報 
  「何が起き(過去)，どのように進んでいるか(現在)」 
   → 簡易であるが早く・分かり易く・的確な手段で！ 
  「今後どのようになるのか（未来）」 
   → 時間を要しても詳細に・分かり易く・的確な手段 

分かりやすい情報伝達を実現する 
 「柏崎・刈羽モデル」 の構築（JNESとの共同研究） 

背景と目的 

２．分かりやすい情報伝達「柏崎・刈羽モデルの構築 
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柏崎・刈羽モデルの構築 

①専門家と地域住民との理解の乖離に関する情報
を収集・分析し、乖離の要因を整理する。 

②要因の整理結果に基づき、分かりやすさ・見える
化がどうあるべきかの定式化を進める（①、②を
繰り返すことで改良を重ねる）。 

③定式化には、①、②の実施プロセスも明記し、他
地域への活用手順も盛り込む。 

④①～③までの成果を纏めたマニュアルを「柏崎・
刈羽モデル」とする。 

2010 
年度 

2011 
年度 

＊ 専門家の視点と住民の視点との乖離を是正 
＊ 情報の受け手である住民の視点を重視 

構築を進める上での留意点： 

2012 
～2013 
年度 
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伝達する情報の作成レシピ 
（情報レシピ） 

柏崎・刈羽モデル 

他地域での利用 

情報伝達 

地域の設定 

情報伝達方法の策定 

課題・成果の分析と整理 

情報伝達方法の改良 

情
報
の
分
か
り
や
す
さ 

新
た
な
情
報
伝
達
項
目 

他
の
地
域
へ
の
適
用 

柏崎・刈羽モデルの概念を具現化する 
プロセスのレシピ（プロセスレシピ） 

情報伝達項目の設定 

分かりやすい情報伝達マニュアル  

技術説明学 

送り手 受け手 

聞き手 

「柏崎・刈羽モデル」レシピ 

 ・技術説明学の１０の要件による 
  情報伝達事項の整理手順、等 
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分かりやすさ・見える化がどうあるべきか 
の定式化 
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初版(平成24年)

改訂(平成25年)
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アンケート実施結果 
【初版（平成24年度)】 

【改訂（平成25年度)】 

「柏崎・刈羽モデル」 
レシピの活用 

説明資料「地震ハザード・津波ハザードとは何か？」 
に対する理解度分類の結果 

（平成24年の有効数：54, 平成25年:61） 



まとめ  

 情報の「送り手」である専門家と情報の「受け手」である市民と

の間に立地地域の大学が「聞き手」となって介在し、専門家と

住民の双方向コミュニケーションを確立する情報伝達モデル

「柏崎・刈羽モデル」を構築した。 
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今後の取組み 

TiPEEZシステムとの連携（ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ機能の拡充） 

「柏崎・刈羽モデル」の他地域への適用 

 原子力リスク情報に関するアンケート及びヒアリング調査の

結果、「柏崎・刈羽モデル」レシピが分かりやすさの改善に効果

があることが示された。 


